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1. まえがき 

1 次放射器の前面に高誘電率の誘電体板を配置して高利

得化を図る漏れ波アンテナが報告されている[1, 2]．簡単な

構成で高利得化を図ることが可能であり，導体損を抑えた

高効率ミリ波帯アンテナへの適用が期待される．本報告で

は，誘電体板としてガラス板を用いた漏れ波アンテナの高

利得化を検討した結果を述べる． 

2. ガラスアンテナ 

図 1 にガラスアンテナの構造を示す．グランド板上に方

形パッチアンテナを配置し，グランド板の上方にガラス板

を配置した．ガラス板は市販のソーダガラスを使用した．

アンテナの正面方向(z 方向)の利得を最大化させるための高

さと厚みの最適値は， d=m/2，h=(2n-1)g/4 であることが

報告されている[1, 2]．ここで，m, n は自然数，は真空中

における波長，gは誘電体板中における波長である． 

3. 実験結果 

ベクトルネットワークアナライザ(Agilent N5224A)を用い

て正面方向の利得の測定を行った． d=2 mmの間隔で高さ

dを変化させた． 

周波数および d を変化させた場合の指向性利得を濃淡で

表したものを図 2 に示す．d=m/2 に従う曲線上で指向性

利得が向上した．また，周波数帯域が 5~6 GHz周辺で指向

性利得が大きくなり，4 GHzおよび 8 GHz付近では濃淡が

薄くなっている．これは，5~6 GHz 周辺においては h=g/4

が満たされガラス板における反射が大きいが，この帯域か

ら周波数がさらに上がると h=g/2 に近づき，周波数がさら

に下がると波長に対してガラス板の厚さが薄くなり，ガラ

ス板で透過が大きくなるため利得が低下したと考えられる．

指向性利得は d=87 mm，5.28 GHzにおいて，それぞれ最大

値 18.9 dBi，49.3%であった． d を変化させたときの 5.28 

GHz における指向性利得と開口効率の実験結果を図 3 に示

す．mが増加するにつれて利得が増加し，m=3となる d=87 

mm(=1.530)において指向性利得，開口効率が最大となっ

たが，m=4 以降では減少している．文献[2]より漏れ波の実

効波長L は𝜆𝐿 = √𝑚𝜀𝑟𝜋𝜆0で与えられる．ここで， f=5.28 

GHz, r=6.8, m=3とするとL=80が得られ，グランド板の大

きさ LGが LG=L/2の関係を満たすときに利得が最大になっ

たものと考えられる．以上の考察から，m を増加すること

で利得の増加が見込めるものの利得の向上には限界があり

最適値があると考えられる． 

4. まとめ 

本報告では漏れ波原理に基づくガラスアンテナを設計し，

正面方向において最大 18.9 dBi の高い指向性利得が得られ

た． 
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図 1 ガラスアンテナの構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 指向性利得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 ガラス板の高さ dを変化させたときの指向性利得と

開口効率（5.28 GHz） 
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